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:l) Tractus opticus以上 Calcarina以下ノ Sehbahn＝於ケル障碍。
爾H良ノi扶損税野ノ、 lιongmentデアノレ。 hemianoptischePnpillcnstarrc, Ua口氏現象等ノ路子Lノ鑓化7扶i除
スル。
3) 後頭葉 Calcarina自己ノl嘩向。
之ハ完全ナ1レ宇盲症／形ヲトル事モアルガ，多クハ Hemian【伊iasuperior或ハ inferior~p チ上叉ハT/
Quadrantenhemianopsie ノ jf~デクルカラ大抵之ヂ剣断ガツクガ，其他依損脱野ガ不規則デ左右符合シナイ 。
且ツ通常中心親野ハ伎サレナイ。 optokinetischerNystagmusガアJレ。 峰子L／＇鐙化ノ、 ナイ。

















、，??、 ，．? 日本外科賓凶 ＞4'; 12 巻第；3 ｝.氏
























.!tiクLトレパナチオン守ヲ行ツ担。硬膜外血腫即チ八.meningea media ／損傷ハナイ。硬膜ヲ開イ テカラ
腰椎穿刺ヲ行ヒ Liquor 約95cc山ヲ除外シ大勝ヲ萎縮セシメテ脳底~p チ中頭~；寄左宇 7検査シテ見夕方・凝
血モナク叉脳資質／；著明ナル挫傷モ認メラレナイ。尤モ此侵入経路即チ Krause ノ方法デノ、脳下垂健へ迄
















右kongment デアル。且ツ中心j視野／一部モ伎サ νテ居ル。 hemianoptischePupillenstarreハナイ。従ツテ
損傷部位ノ、Tractusopticusョワモ中心方デ Calcarinaヨリモ末梢ト云フ事＝ナJレ。牟身麻嬉ノ：存在ト考へ合
セルト之ハ矢張リ Capsula interna ＝於ケJレ出血ト考へラレJレ。運動モ先日受モ此様＝完全＝牛側＝亘ツテ
リ：！~ H ヌド外科貸住｝第］：！ ~き第；；鋭
！雌庫 ν テ居•／レノノ、出血総ガ可ナリ大キイ事ヲ思ハシ メJレ。腰椎穿刺ユヨ Yテ Encephalogr.1phic ヲヤツテ
見 Jレト左 1jp,IJ脳室ハ右ヨリモ明白＝抜大シテ居Pレ。之ノ、脳出血＝ヨノレ左大脳半球ノi萎縮ヲ示スモノデアル。
左側ノ脳動脈撮影像デノ、 λcerebriant. トmediaトノ分岐部附近デ2-3'r Jfr血管陰影ノ；不穏ナ部がg~
メラレJレガ或ハ之ガ損傷ノ名竣ヲカ：シテ居Jレノカ毛知レナイ。従来 Capst山 internaヲ走ノレAa.lenliculo-. 
,,trialae ／正常X緩像ガ明デナイガ，此動脈ノ、 A.cerel>ri media J桟部カラ分レテ居ルカラ上越ノ所見ユ
モ意味ガ無イ：事モナ力ラウト考へラレノレ。 ヨj;,:.＝.試験的L トレバナチオン， 7行ツテ左中心廻鱒部カラ左蔽願
書f=-]l・ソテ検シテ見夕方’表面カラハ軟化竃其他ノ鑓化γ見出シ得ナカ ＇｝ ~ 。
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診 Jレト元気ナ聖書デ泣イテ居ツテ，サ シテ重篤ナ様子ガナイ 頭部ヲ胸診シテ明カニ頭蓋ノ大骨折ヲ感知
シタ。 ソノ様子ノ、恰モ破レ箱ノ包ヲ把ツタトキノ様ナ感ジデアツタ。X線潟民検査ノ；結果Bli:蓋写健部品於
テ非常＝大キイ骨折ヲ認メ F。主像ノ、左前頭骨ョヲ左頗項骨ヲ越エテ後頭骨＝達Z Jレ長イ骨折線ヂアツテ
英一昔~~、頗項骨＝於テ骨折縁ノキ自重ナツタ像ヲ示シテ牛 Jレ。此様＝大キイ頭蓋骨折ガアYレ＝モ拘 ラズ， 一
般所見ノ、特＝漣ベル程／異常ガナク殊＝脳~／ j高マツタヨト 7思ハシ メノレ様ナ淀候ガナイ。安静ヲ命ジ F
ノミデ経過ヲ観察シテ居ツタトコ μ ，其後局所＝浮腫7~［：.ジ タ外何等著シイ症状が現ノ、レ ズ3 外傷後 2, 3 
日柏、機嫌ガ悪夕食慾ガ少ナカ ＇｝ ~ トイフノミデ，至倣平穏＝経過シテ外傷後30 日目＝治癒退院シタ c
第2伊j 稲岡某，男， 14歳，約30分前ニ野球用硬球ガ飛ピ＊リ頭＝蛍ツタ。其日寺意識ハ明瞭ヂ， u~吐ヤ
癌筆ハナク，何所カ ラモ出血ρ シナカツ 9。診Jレト左!Jlit賢官B＝－直径約ucmf立ノ岡イ凹ミガアリテ其周縁ハ
可成ハツキ リ鯛レ得ノレ。右下肢ノ諸股反射ガ高マツテ居 9t Lフース・クローヌス1ヲf!i＝－認メ得Jレ。其他一
般状態ニハ何等異常ノ、認メラレヌ。自費症状ト シテモ頭ガ~ シポンヤリスルトイ 7外＝ ノ、何等苦fi6 ヲ訴へ
ナイ。 :)lfr後＝夜j診時＝ ノ、liE~犬力’純極少ヂアツタユモ拘ラ アケ ソレカヲ約30分ヲ経テ念ユ激シイ痘.ガ襲来




















石 lb~’ 琢 二 郎（京都外科集談合4月例曾所演）
怠者ハ40歳／男子．胃潰痕ノJ如キ三ド．訴ヲ不fスノレモノデ開腹ノj結果胃及盲腸＝夫々 primi¥r=-~ι ジタ癒日曜
デアノレο




5) 組織接的＝雨者トモ Adenocarcinumデアノレガ胃ノ方ノ、 mchrplait，盲腸ノ方ハ mehrcylimlrischヂ
夫々基底／細胞＝近イ形7トJレ。
以上ノ：事ヨリ雨者ヲ primiir ト断定セリ。
故＝一般＝ multiple primiire Carcinome ノ診断ニハ次ノコトヲ依件＝入レル必要アリ。
1) 雨者ガ組織取的＝差異ノアルコト。
2) histogenetisch ＝差異ノアルコト。郎チ細胞ガ臆蕩 ノ慕底ヲナス紺織細胞ノ像ヲイfスルコ
3) 淋巴管系統＝モ，連槙的ニモ，血行的ニモ一方ガ他方ノ伸移ト考へラレザルコト。
丈献＝ハ大腸ニ多護セルモノ散見スルモ胃ト育腸ニアラハレタルモノ少シゎ
!l26 日木外科寅雨第 12 ！き第 3 競



















X線検査． 1) 胃ハ下霊.；＿，底音Eノ、殆y ド恥骨縫際＝達ス。
幽門昔日＝ノ、i重過障時ナシ。















術コノ N~ ヨリモ夏ニ紅門側＝約10梅~P.テ 、同ジク腸開腹｜附着昔日ノ反撃f倒l ノ空腸壁z 〆ト指頭大／硬絡物ア
リ。性状ハ上越／モノト全ク同一ナリ。此等2ツ／；硬結物ノ、一見直チ＝結核性ノモノトノ、思ノ、レザルヲ以
テ，j走者ノ小ナノレ方／硬縞物ヲ標本トシテ切除シ，切除後／腸管制日ハ様＝縫合閉鎖セリ。
臨 床 謬t 圭火百点 !l2i 
以上ノ所見ヨリ主訴タル幅吐カ。胃下垂症並ピニ空腸起始部ノ狭窄ニ起凶セル事ハ明白ナリ。





















ヨリ左腰部＝亘リ鈍痛ト緊張感 7~苦ス Jレ様＝ナツタ矯腎療7受ク ル＝ ， 左季肋部＝腰痛ア ノレ事ヲ；＇；－ゲラレ
タリ。
2月20日郎チ入院前3日ヨリノ、就寝／ J燃ノミ ナラズ，身穏7屈伸スノレ際，四肢ヲW}jカス際＝モ左仮I］腹部＝




運動胃腸／硬直ヲ認メズ。月号診スル＝左側腹音~：ユ腫癒ヲ絹Jレ。服癒 ノ 上昔日ハ左）］力骨弓＝隠 レ タノレモ鯛レ i号
ル郁ノ、上下約13糎，左右約7糎＝ シテ腰三角昔日ト腹壁前面ト ヨリ雨手ノ問＝頁ク摺ム事ヲ得，腰痛／下極
＝，、多少ノ凹凸不整ヲ鯛レ強ク掴ムト不快感7訴7 lレモ~痛ナシ。腿癒ハ上下左右＝支ク移動ス。
右側腹部＝於テモ牟パ肋骨弓＝隠レタJレ同様ノ腫癒7絢ノレ、モ，コ ノ方ハ t下約4梅＝ シテ表面ノ、平滑
＝絹ル。
尿所見粉々多－＇~ノ赤血球ト僅少数ノ白血球アノレノミユシテ蛋白，間柱，細詳i ヲ設明セズ。





セルモ，爾側共＝赤血球ト極少数／白血球ヲ交へ （） ）レノミユシテ著著書ナシ。 』1；／ヂゴカノレミンり、右側6
分左側15分＝テ出現。

























2) i¥t = fi'痛護作＝非ザル一種ノ一過件修fM印チ所謂 uじLm山 mentinterne ＝相首スル如キ
疹痛ヲ腎臓部（腰部）ニ訴ヘル如キ患者ニ於テハ．此ノ患者＝於ケル如キ病的経化ヲ推定シテN
ナルベシ。
3) 肪－耽鏡検査＝際シ Plicaureterica及ピ Orificiumureterisノfr;l悶 ＝著明ナル充血ヲ立荷
シタナラバ，共側ノ腎臓ニ於ケル念性乃~＂！＂＇~·！生ノ炎痕ヲ諮問シテ可ナルベ九



















局慮所見： 視診上II門周園／皮膚ノ、深ク深郎ノ方へ引キ込7 レソ F方＝何カ癒痕性萎縮ノアJレヲ思、ハ
シムル外，！毘脹モナク皮膚ノ、 na出enサレズ mazeriercnモサレズ， Analfalteモ尋常ナリ。
綱診上何~.＝.モ温度上昇ナク特別jナ硬結モ綱レフご，叉座痛モ設明セズ。






臨床的諮検査： i直腸鏡検査 入院後2,3日習も滋ト Bougienmgトヲ行ヒ狭窄ノ部分ヲ扱張シテ行 7。HJ:門ヨ
リ15cm以上ハ全ク異常ナクソレヨリ以下＝於テ直腸粘膜ノ、 matt，所々＝潰凄ヲ認メ ソノ部＝白色／苔ヵ・
附着シ其慮ヨリ profuss＝膿汁／排出サルルヲ認ム。ソ／周園ノ、平滑＝テ固タ疲楳様＝肥厚シ polypos小
結節状トナリ狭窄ヲ示シテ牛Jレ所アリ。約2cm ?-;o.、lI !Rハ潰務性＝凹ミ其Jli,=0.5crn ／太サノ Balken 
ヲ認メタリ。









経過： 入院後緩下剤ヲ用ヒ直腸洗滋， Hnugierung 7 frヒ約10日ーシテ直径約2cm / Bougieヲ掃入シ
得ノし＝至リ，狭窄感ノ、夫第＝泊、失スレトモ膿汁ノ流出止7 ズ，一進一退ナリ。最近ノ、0.2%/ Protalgol 7 
以テ直腸洗滋ヲヲシ連葡Lコクチゲン， 7 注腸シ居レド未ダ日倫浅ク確~）レ成績ヲ得ズ。




古 谷 t~ WI （京都外科薬談舎3月例曾所演）
骨折ノゴド翻血的療法トイフモ綿テ ノ’片折ヲ非観血的療法ニヨリテ治癒セシメヨウト努力スル











ヨイ属メ ヂアル。故＝血睡．等モノl、 ク ， :w,~過傷等 ノ Jrr~イ場合＝ハモヴ ト』i＇· ク手術ヲ行ツテ差支へ
無イ諜デアル。骨折ヲ起ストキハ共部ノ骨及ピ筋肉等ニ吉1］合ニ早ク萎縮ガ超 ！l.-モノデアルカラ





荒 木 千 円そ （京都外科集談曾2月例曾所演）
旗ー谷猛， ~I歳， 8。
主訴爾側／ Exophthalmus，鼻｜羽及ピ記憶隊fi(to
現病歴約Up前ヨリ何等誘因ナ クシテ頭脳ノ明断ヲ依キ． 記憶隊碍ヲ来シRッ怒リ易クナリ，同時：.jij 
頭音I中央ヵ・多少nmn長セル＝気付キ 9リ。 がJ-1ヶ月前ヨリ左布交互＝鼻閉ヲ来シ．叉雨H良ユテ一勧7凝親スノレ
時限ガ疲レ易シ。且ツ其頃ヨリ雨目艮ガ次第ニ凸出シタIVし。其後 Exophtl叫 mus，鼻閉，記憶障碍，前額部目華
版ハ漸衣其f~1t 7精強ス。街焚病常時（昨年n月初バ）司リ雨側関ド淋巴腺／眼目長ヲ井ミシ其後多少精＂－セ ノレ
様＝思7o
現定 7頃うとす.JC青年。鼻根昔日ヨリ前額部＝豆リ手掌1,/ m：ガ間前漫性可骨性硬＝腫脹ス。従ツテ身根部／正
